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青
木
豊
・
鷹
野
光
行
編

『
地
域
を
活
か
す
遺
跡
と
博
物
館
　
遺
跡
博
物
館
の
い
ま
』

〔
紹
介
〕

新
田
栄
治

博
物
館
を
取
り
巻
く
状
況
と
問
題
に
つ
い
て
は
近
年
ま
す
ま
す
議
論
を

呼
ん
で
い
る
。
本
書
は
博
物
館
学
の
代
表
的
研
究
者
で
あ
る
青
木
豊
、
鷹

野
光
行
両
氏
が
執
筆
・
編
集
し
た
、
遺
跡
と
遺
跡
博
物
館
を
め
ぐ
る
思

想
、
歴
史
、
各
地
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。

遺
跡
博
物
館
と
い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
は
何
か
。
評
者

も
そ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
「
特
定
の
遺
跡
に
付
随
し

て
建
設
さ
れ
た
博
物
館
」
と
い
う
大
雑
把
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か
。
本

書
は
こ
の
よ
う
な
大
雑
把
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
や
す
い
「
遺
跡
博

物
館
」
を
掘
り
下
げ
、
最
後
に
問
題
点
と
未
来
像
を
提
示
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
「
遺
跡
博
物
館
」
の
定
義
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
の
構

成
（
292
ペ
ー
ジ
）
の
63
％
（
186
ペ
ー
ジ
）
は
中
国
・
香
港
・
日
本
各
地
の

遺
跡
博
物
館
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
の
個
別
的
報
告
で
あ
る
。
基
本
的

に
都
道
府
県
別
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
記
述
が
な
い
県
も
あ

る
が
（
例
え
ば
鹿
児
島
県
）、
日
本
各
地
の
遺
跡
博
物
館
を
め
ぐ
る
現
状

と
問
題
点
は
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
報
告
を
読
め

ば
、
日
本
で
の
遺
跡
や
博
物
館
を
取
り
巻
く
現
状
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
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本
書
評
で
は
遺
跡
博
物
館
の
概
念
、
歴
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
遺
跡
博

物
館
の
課
題
と
将
来
に
つ
い
て
主
と
し
て
論
じ
る
。
遺
跡
博
物
館
の
概
念

は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
青

木
氏
は
古
代
に
お
い
て
す
で
に
遺
跡
保
護
の
思
想
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に

な
る
と
全
国
各
地
の
名
所
旧
跡
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
出
版
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
保
護
思
想
も
醸
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
名
所

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
出
版
が
盛
行
し
た
背
景
と
し
て
、
伊
勢
参
り
を
は
じ
め

と
す
る
庶
民
の
旅
行
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

金
石
学
関
連
書
の
出
版
も
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
を
遺
跡
保
護
思
想

の
醸
成
さ
れ
た
時
代
と
捉
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
遺
物
に
加
え
て

遺
跡
を
も
保
護
の
対
象
と
す
る
制
度
と
し
て
定
着
す
る
に
は
、
１
８
９
６

（
明
治
29
）
年
の
「
古
社
寺
保
存
法
」、
１
９
１
９
（
大
正
8
）
年
の
「
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に

至
る
過
程
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
条
文
等
を
読
む
と
、
史

資
料
、
古
美
術
品
、
考
古
遺
物
、
古
建
造
物
や
遺
跡
な
ど
の
保
存
や
博
物

館
建
設
の
た
め
の
法
制
定
で
あ
り
、
当
時
は
ま
だ
遺
跡
博
物
館
の
構
想
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
１
８
７
１
（
明
治
4
）
年
4
月
に
外
務
省
が
資
料
保

存
を
目
的
と
し
た
施
設
「
集
古
館
」
建
設
を
太
政
官
に
献
言
し
た
こ
と
が

最
初
の
動
き
と
さ
れ
る
が
、
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
の
「
古
墳
発
見
ノ

節
届
出
方
」、
１
８
７
６
年
の
「
遺
失
物
取
扱
規
則
」、
１
８
７
７
（
明
治

10
）
年
の
内
務
省
通
知
、
１
８
８
０
年
の
「
人
民
私
有
地
内
古
墳
等
発
見

ノ
節
届
出
方
」
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
文
化
財
保
護
関
連
法
等
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。
青
木
氏
は
文
明
開
化
と
は
別
思
想
で
あ
り
、
１
８
６
８
（
明
治

元
）
年
の
い
わ
ゆ
る
「
神
仏
分
離
令
」
に
起
因
す
る
寺
院
の
荒
廃
と
文
化

財
の
国
外
流
出
へ
の
対
応
策
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
評
者
は
少
し
別
の

考
え
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
外
交
問
題
、
１
８
７
１
～
７
３
年
の

岩
倉
使
節
団
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
新
政
府
成
立
直
後
の
１
８
６
８
（
明

治
元
）
年
1
月
に
幕
府
が
締
結
し
た
条
約
の
継
承
と
改
正
意
図
を
宣
言
し

た
が
、
そ
の
た
め
に
は
外
交
関
係
文
書
の
保
存
は
重
要
事
項
で
あ
っ
た
。

「
集
古
館
」
建
設
を
献
言
し
た
１
８
７
１
年
4
月
に
外
務
省
は
改
正
条
約

案
「
擬
新
定
条
約
草
本
」
を
作
っ
て
い
た
。
ま
た
岩
倉
使
節
団
の
最
大
の

目
的
は
不
平
等
条
約
改
正
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
動
き
は
こ
の
よ
う
な

明
治
政
府
の
動
き
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
久
米
邦
武
『
米

欧
回
覧
実
記
』（
岩
波
文
庫
）
に
よ
れ
ば
、
使
節
団
は
大
英
博
物
館
を
は

じ
め
と
す
る
博
物
館
を
訪
問
し
て
、
博
物
館
が
近
代
国
家
に
必
須
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
帰
国
し
て
い
る
。
国
家
の
政
策
と
し
て
の
法
制
定
で
あ

る
か
ら
、
明
治
政
府
の
外
交
お
よ
び
近
代
化
路
線
の
一
連
の
動
き
と
の
関

係
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
結
局
、
遺
跡
博
物
館
の
概
念
が
定
着
し
、
建
設

が
始
ま
る
の
は
１
９
５
０
年
の
「
文
化
財
保
護
法
」
制
定
以
降
で
あ
る
。

鷹
野
氏
は
遺
跡
博
物
館
出
現
の
背
景
の
事
情
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
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が
、
実
は
膨
大
な
数
の
遺
跡
消
滅
が
そ
の
背
後
に
あ
る
。
日
本
で
の
開
発

事
業
と
遺
跡
調
査
、
遺
跡
破
壊
は
相
関
関
係
に
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

記
録
保
存
と
い
う
便
利
な
言
葉
の
も
と
に
消
滅
す
る
。
世
間
的
に
注
目
を

浴
び
た
ご
く
一
部
の
遺
跡
は
運
よ
く
保
存
さ
れ
、
そ
の
ま
た
一
部
に
は
博

物
館
が
併
設
さ
れ
る
。
近
年
よ
く
い
わ
れ
る
「
保
存
と
活
用
」
で
あ
る
。

国
家
の
政
策
と
し
て
い
く
つ
も
の
「
保
存
と
活
用
」
の
方
策
が
打
ち
出
さ

れ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
各
地
に
風
土
記
の
丘
は
で
き
、
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
は
で
き
、
歴
史
資
料
館
は
建
設
さ
れ
た
。
不
動
産
業
・
建
設
業

は
潤
い
、
学
芸
員
ポ
ス
ト
は
で
き
た
。
い
ず
れ
に
対
し
て
も
賛
否
両
論
が

あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
風
土
記
の
丘
構
想
を
評
価
す
る
立
場
に
あ
る
が
、

当
初
の
構
想
は
実
現
せ
ず
、
終
了
し
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

各
都
道
府
県
に
広
大
な
遺
跡
公
園
が
整
備
さ
れ
、
博
物
館
が
併
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
。
明
治
百
年
記
念
と
い
う
政
治
的
意
図
が
そ
の
最
大
の
原

因
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
検
証
が
必
要
だ
ろ
う
。
博
物
館

と
い
う
建
造
物
（
ハ
ー
ド
）
の
必
要
性
を
唱
え
る
本
書
の
立
場
は
い
か
が

で
あ
ろ
う
。

遺
跡
博
物
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
将
来
は
？
鷹
野
氏
は
「
地
域

に
お
い
て
大
切
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
。
も
っ

と
も
で
あ
る
。
遺
跡
や
文
化
財
は
そ
の
地
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
誇
り
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も

熊
本
大
地
震
で
も
文
化
財
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
熊
本
城
は
熊
本
の
人
々
に

と
っ
て
誇
り
で
あ
っ
た
。
文
化
財
の
意
味
と
価
値
を
そ
の
地
の
人
々
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
文
化
遺
産
を
誇
り
に
し
、
保

護
し
、
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
に
違
い
な
い
。
遺
跡
博
物
館
は
地
域
の

人
々
が
地
域
の
文
化
遺
産
を
保
護
継
承
し
、
誇
り
に
思
え
る
手
助
け
を
す

る
も
の
に
な
ら
ね
ば
、
存
在
意
義
は
な
い
。
そ
こ
に
文
化
遺
産
が
存
在
す

る
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

遺
跡
博
物
館
に
限
ら
ず
、
博
物
館
全
体
を
取
り
巻
く
問
題
は
多
く
、
し

か
も
解
決
が
難
し
い
問
題
ば
か
り
で
あ
る
。
日
本
全
体
が
抱
え
て
い
る
財

源
・
人
員
不
足
と
い
っ
た
難
問
に
悩
ん
で
い
て
も
無
意
味
で
あ
る
。
地
域

の
人
々
に
大
切
と
思
っ
て
も
ら
え
る
博
物
館
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く

か
、
知
恵
と
情
熱
を
働
か
せ
る
し
か
な
い
。
ソ
フ
ト
の
勝
負
で
あ
る
。
活

気
の
あ
る
博
物
館
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
動
い
て
い
た
。

運
営
を
一
緒
に
行
っ
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
東
京

の
美
術
館
の
展
覧
会
が
盛
況
を
み
せ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
地
方
の
遺
跡

博
物
館
は
閑
古
鳥
。
こ
の
落
差
は
な
ぜ
な
の
か
。

評
者
は
近
年
の
風
潮
と
し
て
文
化
遺
産
の
商
業
化
を
懸
念
す
る
。「
保

存
と
活
用
」
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、「
活
用
」
が
重
視
さ
れ
、
結
果
と

し
て
文
化
遺
産
を
観
光
資
源
化
し
、
商
業
的
利
得
の
対
象
物
と
考
え
る
見

方
が
広
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
突
き
進
む
と
文
化
遺
産
に
破
滅
的
損
害
を
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与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
世
界
的
風
潮
で
あ
り
、
日
本
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
に
も
文
化
遺
産
の
商
業
化
に
つ
い
て
の
記

述
が
欲
し
か
っ
た
。

評
者
か
ら
見
れ
ば
、
定
義
の
明
示
、
文
章
の
飛
躍
、
文
字
の
転
換
ミ
ス

な
ど
、
い
く
つ
か
不
満
の
点
は
あ
る
が
、
遺
跡
博
物
館
の
歴
史
や
現
状
、

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
包
括
的
に
知
る
た
め
に
は
、
現
在
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
っ
と
も
優
れ
た
図
書
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
三
〇
六
頁
、
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
発
行
、
定
価
三
六

〇
〇
円
＋
税
）


